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(57)【要約】
【課題】被験者に種々の刺激を与えながら、ＭＲＩまた
はＭＥＧによって被験者の脳の状態を測定する際に、被
験者の手のひらの２点間の電気抵抗を皮膚コンダクタで
測定する場合、測定結果である脳の断層写真が不鮮明に
なることがなく、また、皮膚コンダクタが正常に動作す
るＭＲＩまたはＭＥＧ用皮膚コンダクタおよび被験者の
皮膚の抵抗を測定する方法を提供することを目的とする
。
【解決手段】磁気遮蔽室内に設けられるＭＲＩまたはＭ
ＥＧとともに、上記磁気遮蔽室に設けられる皮膚コンダ
クタ本体であって、上記ＭＲＩまたは上記ＭＥＧによっ
て脳の活動状態を検出する対象である被験者の皮膚の抵
抗を計測する皮膚コンダクタ本体と、上記皮膚コンダク
タ本体の電源として使用する太陽電池とを有することを
特徴とするＭＲＩまたはＭＥＧ用皮膚コンダクタである
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気遮蔽室内に設けられるＭＲＩまたはＭＥＧとともに、上記磁気遮蔽室に設けられる
皮膚コンダクタ本体であって、上記ＭＲＩまたは上記ＭＥＧによって脳の活動状態を検出
する対象である被験者の皮膚の抵抗を計測する皮膚コンダクタ本体と；
　上記皮膚コンダクタ本体の電源として使用する太陽電池と；
　を有することを特徴とするＭＲＩまたはＭＥＧ用皮膚コンダクタ。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記磁気遮蔽室の外部に光源が設けられ、
　上記太陽電池は、上記磁気遮蔽室に設けられ、上記磁気遮蔽室の光透過手段を介して、
上記光源からの光を受光するものであることを特徴とするＭＲＩまたはＭＥＧ用皮膚コン
ダクタ。
【請求項３】
　請求項１において、
　上記磁気遮蔽室の外部に設けられている光源と；
　上記磁気遮蔽室の壁の穴を介して上記磁気遮蔽室の外部から内部に光を導く光ファイバ
と；
　を有し、上記太陽電池は、上記光ファイバを介して、上記光源からの光を受光するもの
であることを特徴とするＭＲＩまたはＭＥＧ用皮膚コンダクタ。
【請求項４】
　被験者の脳の活動状態を検出するＭＲＩまたはＭＥＧと、被験者の皮膚の抵抗を計測す
る皮膚コンダクタ本体とを磁気遮蔽室内に設ける工程と；
　上記皮膚コンダクタ本体の電源回路に太陽電池を接続する工程と；
　上記太陽電池を、上記磁気遮蔽室の外部に設けられている光源に対向させる工程と；
　上記光源からの光を上記太陽電池が受光し、上記太陽電池が出力した直流電圧が上記皮
膚コンダクタ本体の電源回路に供給され、上記低コンダクタ本体が被験者の皮膚の抵抗を
測定する工程と；
　を有することを特徴とする被験者の皮膚の抵抗を測定する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＲＩまたはＭＥＧを使用して被験者の脳の活動状態を測定するＭＲＩまた
はＭＥＧ用皮膚コンダクタおよび被験者の皮膚の抵抗を測定する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被験者に所定の映像を見せる等、種々の刺激を与えた状態で、ＭＲＩによって被験者の
脳の活動状態を検査することが知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１６００８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来例において、上記被験者に種々の刺激を与えると、その刺激に応じて上記被験
者の手が汗を帯びる。この場合、被験者の手のひらの所定の２点間の電気抵抗を、皮膚コ
ンダクタによって測定することが考えられる。これによって、上記刺激の内容と、被験者
の精神状態とに応じて、電気抵抗の値が変化する。
【０００５】
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　上記従来例において、被験者に種々の刺激を与えながら、被験者の手のひらの２点間の
電気抵抗を測定する場合、具体的には、磁気遮蔽室内に設けられているＭＲＩに被験者が
横たわり、被験者の手に皮膚コンダクタの端子を接続し、被験者の手の電気抵抗を測定す
る。上記皮膚コンダクタの電源として、商用電源から導いた電源ケーブルを皮膚コンダク
タに接続し、皮膚コンダクタ内で交流を直流に変換することが考えられる。しかし、商用
電源が５０または６０Ｈｚの周波数を有するので、電源ケーブル等からノイズが放出され
、このノイズによって、ＭＲＩの測定結果にもノイズが混入し、測定結果である脳の断層
写真が不鮮明になるという問題がある。この問題は、ＭＲＩの代わりにＭＥＧ（脳磁計）
を使用した場合も、同様に生じる。
【０００６】
　一方、上記ノイズの発生を阻止するためには、皮膚コンダクタの電源として乾電池を使
用し、皮膚コンダクタに乾電池を内蔵させることが考えられる。しかし、このようにする
と、乾電池が磁性体で構成され、また、ＭＲＩが電磁石と同じ機能を有するので、内蔵し
た乾電池がＭＲＩに強い力で吸着され、皮膚コンダクタから乾電池が飛び出し、皮膚コン
ダクタが正常に動作しないという問題がある。
【０００７】
　本発明は、被験者に種々の刺激を与えながら、ＭＲＩまたはＭＥＧによって被験者の脳
の状態を測定する際に、被験者の手のひらの２点間の電気抵抗を皮膚コンダクタで測定す
る場合、測定結果である脳の断層写真が不鮮明になることがなく、また、皮膚コンダクタ
が正常に動作するＭＲＩまたはＭＥＧ用皮膚コンダクタおよび被験者の皮膚の抵抗を測定
する方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、磁気遮蔽室内に設けられるＭＲＩまたはＭＥＧとともに、上記磁気遮蔽室に
設けられる皮膚コンダクタ本体であって、上記ＭＲＩまたは上記ＭＥＧによって脳の活動
状態を検出する対象である被験者の皮膚の抵抗を計測する皮膚コンダクタ本体と、上記皮
膚コンダクタ本体の電源として使用する太陽電池とを有することを特徴とするＭＲＩまた
はＭＥＧ用皮膚コンダクタである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、被験者に種々の刺激を与えながら、ＭＲＩまたはＭＥＧによって被験
者の脳の状態を測定する際に、被験者の手のひらの２点間の電気抵抗を皮膚コンダクタで
測定する場合、測定結果である脳の断層写真が不鮮明になることがなく、また、皮膚コン
ダクタが正常に動作するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例１であるＭＲＩ装置１００を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施例２であるＭＲＩ装置２００を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　発明を実施するための形態は、以下の実施例である。
【実施例１】
【００１２】
　図１は、本発明の実施例１であるＭＲＩ装置１００を示すブロック図である。
【００１３】
　ＭＲＩ装置１００は、ＭＲＩ室１０と、ＭＲＩ２０と、皮膚コンダクタ３０と、電源ケ
ーブル４０と、太陽電池５０と、光源６０とを有する。
【００１４】
　ＭＲＩ室１０は、磁気シールドされている磁気遮蔽室であり、オペレータＰ２がＭＲＩ
室１０の内部の状態を透視するための窓ガラス１１を有する。
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【００１５】
　ＭＲＩ室１０内に、ｆ－ＭＲＩといわれるＭＲＩ２０と、皮膚コンダクタ３０と、電源
ケーブル４０と、太陽電池５０とが設けられている。
【００１６】
　ＭＲＩ２０は、被験者Ｐ１の脳の断層写真を撮影し、この断層写真を視認することによ
って、被験者Ｐ１の脳の活動状態を検出する。
【００１７】
　皮膚コンダクタ３０は、被験者Ｐ１の手等の皮膚の抵抗を計測する測定器であり、皮膚
コンダクタ本体３１と電源回路３２とを内蔵し、皮膚コンダクタ３１の入力端子（図示せ
ず）にリードＬが接続されている。リードＬの反対端は、被験者Ｐ１の手に接触する接触
端子（図示せず）を有する。
【００１８】
　太陽電池５０は、皮膚コンダクタ３０の電源として使用され、電源ケーブル４０を介し
て、電源回路３２に接続されている。太陽電池５０の受光面が窓ガラス１１に向いている
。窓ガラス１１の外側には、台６１が設けられ、台６１の上に光源６０が設置され、光源
６０が、窓ガラス１１を介して、太陽電池５０に対向している。つまり、太陽電池５０は
、ＭＲＩ室１０の内部に設けられ、また、ＭＲＩ室１０の窓ガラス１１を介して、光源６
０が発する光を受光する。
【００１９】
　次に、上記実施例の動作について説明する。
【００２０】
　まず、ＭＲＩ室１０にＭＲＩ２０と、皮膚コンダクタ３０と、電源ケーブル４０と、太
陽電池５０とが設けられている。そして、被験者Ｐ１がＭＲＩ２０に横たわり、被験者Ｐ
１の手Ｈに、リードＬの先端に設けられている２つの接触端子（図示せず）が接続される
。また、太陽電池５０は、窓ガラス１１に向けて設置され、窓ガラス１１の向こうには光
源６０が設置されている。つまり、窓ガラス１１を挟んで、太陽電池５０の受光面と光源
６０とが向き合っている。光源６０のスイッチ（図示せず）をオンすると、光源６０が点
灯し、この光が窓ガラス１１を介して、太陽電池５０の受光面に達し、太陽電池５０が直
流電圧を出力し、電源ケーブル４０を介して、発生した直流電圧が電源回路３２に印加さ
れる。電源回路３２に直流電圧が印加されると、皮膚コンダクタ３０が、被験者Ｐ１の手
Ｈにおける２つの測定点間における抵抗値を測定する。
【００２１】
　皮膚コンダクタ３０が測定したデータを、ＭＲＩ室１０の外部に転送する。ＭＲＩ２０
が測定したデータをＭＲＩ室１０の外部に転送する方法と同様の方法で、皮膚コンダクタ
３０が測定したデータを転送し、所定の方法でデータ処理する。
【００２２】
　実施例１において、商用電源がＭＲＩ室１０の内部に存在しないので、商用電源による
ノイズ発生の余地がない。また、皮膚コンダクタ３０の電源として磁性体を使用していな
いので、皮膚コンダクタ３０の電源部品がＭＲＩ２０に吸引されることがなく、したがっ
て、皮膚コンダクタ３０が正常に動作する。
【００２３】
　なお、実施例１において、ＭＲＩ２０の代わりに、ＭＥＧ（脳磁計）を使用するように
してもよい。また、実施例１において、窓ガラス１１の代わりに、プラスチック等の光透
過手段を使用するようにしてもよい。
【実施例２】
【００２４】
　図２は、本発明の実施例２であるＭＲＩ装置２００を示すブロック図である。
【００２５】
　ＭＲＩ装置２００は、基本的には、ＭＲＩ装置１００と同じであり、太陽電池５０が窓
ガラス１１を介してＭＲＩ室１０の外部の光源６０から光を受光する代わりに、太陽電池



(5) JP 2012-187166 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

５０ａと光源６０ａとの間に光ファイバ６３が設けられ、光ファイバ６３がＭＲＩ室１０
の壁の穴１２を介して設置されている実施例である。
【００２６】
　また、光源６０ａからの光が効率よく光ファイバ６３の端面６３２に達するように、凸
レンズ６２が設けられている。
【００２７】
　図２に示すＭＲＩ装置２００における上記以外の構成は、図１に示すＭＲＩ装置１００
の構成と同様である。
【００２８】
　ＭＲＩ装置２００の動作は、ＭＲＩ装置１００の上記動作と基本的には同じであるが、
太陽電池５０ａに光を供給する手法が異なる。つまり、光ファイバ６３のＭＲＩ室１０ａ
外側の端面６３２と、光源６０ａとが対向し、太陽電池５０ａの受光面と、光ファイバ６
３のＭＲＩ室１０ａ内側の端面６３１とが対向している。
【００２９】
　したがって、光源６０ａを発光させると、光源６０ａが発する光がレンズ６２で集光さ
れ、光ファイバ６３を介して、太陽電池５０ａの受光面に到達し、太陽電池５０ａが直流
電圧を出力する。この直流電圧は電源ケーブル４０を介して、電源回路３２に送られる。
【００３０】
　ＭＲＩ装置２００において、商用電源がＭＲＩ室１０の内部に存在しないので、商用電
源によるノイズ発生の余地がない。また、皮膚コンダクタ３０の電源として磁性体を使用
していないので、皮膚コンダクタ３０の電源部品がＭＲＩ２０に吸引されることがなく、
したがって、皮膚コンダクタ３０が正常に動作する。また、光ファイバ６３が貫通する穴
１２をどこかに設けさえすれば、太陽電池５０ａと光源６０ａとの間をフレキシブルな光
ファイバ６３で接続できるので、太陽電池５０ａをＭＲＩ室１０ａ内のどの位置に設けて
もよく、また、光源６０ａをＭＲＩ室１０ａの外のどの位置に設けてもよい。つまり、実
施例２では、太陽電池５０ａの設置位置、光源６０ａの設置位置が制限されない。
【００３１】
　実施例２において、ＭＲＩ２０の代わりに、ＭＥＧ（脳磁計）を使用するようにしても
よい。また、実施例２において、窓ガラス１１の代わりに、プラスチック等の光透過手段
を使用するようにしてもよい。
【００３２】
　上記各実施例によれば、被験者に種々の刺激を与えながら、ＭＲＩまたはＭＥＧによっ
て被験者の脳の状態を測定する際に、被験者の手のひらの２点間の電気抵抗を皮膚コンダ
クタで測定する場合、測定結果である脳の断層写真が不鮮明になることがなく、また、皮
膚コンダクタが正常に動作する。
【００３３】
　特に、上記各実施例において、スポーツ選手等の脳をＭＲＩまたはＭＥＧで測定中に、
緊張を生じさせるシーンの映像をそのスポーツ選手に見せた場合、測定された皮膚抵抗の
値に基づいて、そのスポーツ選手の緊張の度合いを的確に判断することができる。したが
って、競技会本番で、そのスポーツ選手が実力を充分に発揮できるかどうかを判断する重
要な材料を、上記各実施例から得ることができる。また、音楽、芸能等、スポーツ以外の
発表会で発表する人を選考する場合、相手方との交渉の担当者を選考する場合の判断材料
を得る装置として、上記各実施例を使用すると、好適な結果を得ることができる。
【符号の説明】
【００３４】
　１００、２００…ＭＲＩ装置、
　１０、１０ａ…磁気遮蔽室としてのＭＲＩ室、
　２０…ＭＲＩ、
　３０…皮膚コンダクタ、
　３１…皮膚コンダクタ本体、
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　３１…電源回路、
　５０、５０ａ…太陽電池、
　６０、６０ａ…光源、
　６３…光ファイバ。

【図１】 【図２】
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